
 

 

 

長野県後期高齢者医療広域連合 カスタマーハラスメント対策基本方針 

 

 

 本広域連合における行政サービスの適正な執行に当たり、安全な職場環境を

確保し、職員が安心して働けるようにするため、行政サービスの利用者等から

の暴行、脅迫、暴言、不当な要求等の著しい迷惑行為に対し、組織として毅然

とした態度で臨むこととし、「労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の

安定及び職業生活の充実等に関する法律」（昭和41年法律第132号）等に基づ

き、次のとおり基本方針を定めます。  

 

 

１ 職場におけるカスタマーハラスメント（以下、「カスハラ」という。）と

は、行政サービスの利用者等からの言動であって、職員が従事する業務の性

質その他の事情に照らして社会通念上許容される範囲を超えたものにより、

職員の就業環境が害されることをいいます。なお、電話やSNS等のインター

ネット上で行われるものも含まれます。 

  殴る・蹴るといった暴力行為は、直ちにカスハラに該当し、かつ、犯罪に

該当し得るものです。 

 

２ 相手方の主張を正確に把握した上で、その行為がカスハラと判断される場

合は、対応の打切りや警察への通報等を組織的に行い、毅然とした態度で対

応します。 

  カスハラを受けた職員からの相談に対し組織的に取り組み、事実関係の確

認をした上で、被害を受けた職員に対し配慮します。 

  カスハラに該当しない社会通念上許される範囲での申入れ等については、

案件ごとに適切に対応します。 

 

３ カスハラの相談を行った職員のプライバシーを保護し、相談したことを理

由とした不利益な取扱いを行いません。 

 

４ カスハラ対応への実効性を確保するため、職員を対象とした研修及び再発

防止のための取組を行い、職員の意識啓発及び知識の向上に努めます。 
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長野県後期高齢者医療広域連合長 


